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賃貸仲介 DX 事例

賃貸住宅の長期修繕計画
相続登記などの義務化

コロナによる賃貸経営への影響 3
３ ％部屋がよく なる 3 つのアイデア

オーナー様の声
各部署だより
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 2021 年 4 ⽉に不動産登記法が改正され、相続登
記と住所⽒名変更登記の義務化が決定しました。
 重要なことは、この法改正以前の物件の登記にも
適用される点です。
 違反すれば 10 万円以下の過料の対象となります。
相続登記や住所⽒名変更登記を義務化の背景は所有
者不明⼟地問題に⾏きつきます。
 現在、所有者不明⼟地の⾯積は約 4 万㎢で、九州
の⾯積に相当します。法務局の調査によれば、全国
10 箇所・約 10 万筆において、最後の登記から 50
年以上経過している割合を出すと、⼤都市でも 6.6％、
⼤都市以外になると 26.6％にのぼります。
 これら所有者不明⼟地では、市町村税である固定
資産税及び都市計画税の徴収ができない為、財源が
枯渇する市町村では死活問題となっていました。
 また、公共事業の為、地方公共団体が用地取得し
ようとしたところ、最終の登記が明治時代で、相続
⼈だけでも 100 ⼈以上になった︕なんて話もありま
す。

 このような背景からの登記の義務化の流れですの
で、今後ますます厳格化が予想されます。
 相続登記は 2 年後の 2024 年 4 ⽉ 28 ⽇迄に施⾏、
住所⽒名変更登記は 4 年後の 2026 年から施⾏予定
です。
 相続登記や住所⽒名変更登記がお済みでない方は
今のうちに済ませておくことをおすすめします。
 

Long-Term Repairs 
P l a n n i n g  f o r  
R e n t a l  P r o p e r t y

23

property investment

不動産
投資基礎 19

No.

マネージャー
売買営業部

藤重 圭

1 級 FP 技能士
宅地建物取引士
事業承継 M&A
相続支援コンサルタント
賃貸不動産経営管理士

※このページの 2 記事の担当

 ※但し、その後に不動産を取得した場合、遺産分割の⽇から
  3 年以内に登記をする必要有り

これらに違反した場合は 10 万円以下の過料の対象となる。

相 続 登 記
な ど の 義 務 化

21 年 4 月の登記法改正で相続登記
と住所氏名変更登記の義務化が決
定しました。改正以前の登記にも
遡り義務化されますので、注意が
必要ですね。

◆相続で不動産取得をしたことを知った⽇から 3 年
以内に相続登記が必要。

◆相続人が遺言で財産を譲り受けた場合も同様。
◆遺産分割協議がまとまらずに相続登記ができない

場合には、相続人であることを申告すれば相続登記
をする義務を一旦免れる。

POINT

R e g i s t r a t i o n  o f  
I n h e r i t a n c e  w i l l  
b e  M a n d a n t o r y


